
■対象地域が抱える課題

■事業の実施体制図（学内体制に留まらず、地域の組織・団体との連携体制も示すこと）

実施計画名 「スポーツで地域を創るまち東広島」実現に向けた大学スポーツを核とした学生・地域ウェルビーイング共創モデル事業

事 業 概 要

本事業では、HIU地域スポーツ推進センターを核として、学生のスポーツ参加促進及び大学と地域が連携・協力して地域スポーツ、パ
ラスポーツ振興事業を展開し、地域住民の健康増進、学生スポーツ指導者の育成、インクルーシブスポーツの推進を図る。
①学生スポーツ参加促進事業
全学生を対象に、学内スポーツイベントや交流プログラムを実施し、スポーツ参加機会の拡充と学生同士の交流促進を図る。
②地域の健康増進・ウェルビーイング推進事業
スポーツ活動と連動した健康測定や運動支援プログラムを実施し、学生・教職員・地域住民の健康増進とウェルビーイング向上を図る。
③インクルーシブスポーツ交流事業
パラスポーツ体験会や交流会を実施し、障がいの有無を問わず誰もが参加できるスポーツ環境づくりと共生社会の推進を図る。

大学名 広島国際大学

対 象 地 域 学内

◆運動部未加入学生のスポーツ参加機会の不足
学生の運動習慣の低下や学生同士の交流機会の減少が課題となっている。
◆学生のウェルビーイング（心身の健康・幸福感）の向上
スポーツ活動を通じた心身の健康維持やコミュニティ形成を促進し、学生の
ウェルビーイング向上を図る必要がある。
◆学生と地域住民との交流・社会参画機会の不足
学生の社会参画と地域貢献を促進する仕組みづくりが求められている。

■期待される事業効果

「令和8年度 大学スポーツ総合支援事業」企画提案書（事業概要資料）

③大学スポーツによる地域振興等の推進事業［学内活性型］

■活用する大学スポーツ資源
➀大学教員・学生による指導、企画・運営
➁研究成果・知見を活用したプログラムの作成
➂大学スポーツ施設の活用［Active Wellness Center：トレーニングルーム、
スポーツ実習室Ⅰ，体育館、陸上競技場（グラウンド）、講義室等］

■主な参加者・想定人数

区分 内容 人数

管理者(大学教職員) 健康スポーツ学部教員・事務職員 20名

運営スタッフ(学生スポーツサポーター) 課外活動団体学生、一般学生 40名

事業参加者
学生 一般学生 310名

地域住民 小･中学生、黒瀬みらい会議会員等 100名

協力団体
東広島市(教育委員会含む)、中学校、
黒瀬みらい会議、広島県パラスポーツ協会

50名

地域住民のスポーツ実施率の向上 KPI：小中学生の参加者 100名以上

共生社会に向けた交流機会の創出 KPI：ウェルビーイングの向上 80％以上

学生スポーツ参加促進 KPI：参加者満足度 80％以上

学生人材育成 KPI：学生スタッフ 40名以上
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